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「擬の王ネル軍帽！活力萱　原動力！」

ここへ勤務してからたくさんの「ありがとう」

をいただいてきた。題目にあげるように唯一、

仕事の意欲につながる糧である。

「ありがとう」の形は手紙などの有形なものも

あれば、言葉などの無形なものもある。それを

期待しながら仕事をしているわけではないが、

僕に限らず人間のエネルギーとなって、日々の

生活や仕事の活力と原動力になっている。感謝

の気持ちは、なかなか恥ずかしくて言えないが、

勇気を持って人や自然に感謝の「ありがとう」を

伝えよう。

「ありがとう」からたくさんの「つながり」を生

み、人の感情にたくさんの自分を注入してきた

ような感じ。つながっていきたいから、これま

でやってこれたのかもしれない。それは有償で

も無償でも計り知れない「絆」であったように思

う。今回は、そんな「ありがとう」の形を紹介し

たい。

「ありがとう！仲間というものを数えてくれて」
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あっちも山！こっちも山！360度山！山！

山！そう、私たちは辺りを見渡せば山だけしか

ない「山梨県都留市」に行ったんだ。小学6年の、

最初で最後の夏に・・・

都留が楽しい所という事は前から知ってい

た。しかし、都留へ行く企画の中心部となる私

は、何かおもしろい工夫をしないと楽しくなさ
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二㌔や茎もふや

そうで不安だった。だからカンパニーの人たち

と一緒に、放課後の時間や休養洞寺岡など学校で

過ごす休み時間のほとんどを使って計画したの

た。私たちに一瞬のひまもなかったのた。

計画を進めていると、あっという間に当日が

きて、あっという間に都留に着いた。そこは見

渡すかぎりの山、山、山！空気の違いは分から

なかったが、とても呼吸がしやすかった。都会

の東京よりも、緑豊かな都留の方が気持ちが落

ち着いた。

だが、都留に着いたら、落ち着くひまもなく、

開園式が始まった。マツケンサンバⅡを踊って

いる時の盛り上がりは、少しもの足りないと思

った。

1日目のイベント、カレー作りのために、サ

プライズとして食事係りの2人と番長とで湧き

水を取りに行った。登り、下り・・・と続く険

しい道を、期待と不安をいださ、はあはあと息

をしながら歩いていった。途中で「大丈夫か？」

「うん」「後、もう少しだ」という言葉を交わし

ながら歩き、ついに井戸までたどり着いた。や

った！

湧き水を飲んだ時「うめえ」と思わず言ってし

まうぐらい甘かった。最後に番長と握手をした。

その時に、一人でいることが好きだった私が、

『仲間って大事だなあ』と思った。あの時交わし

た言葉が、険しい道を乗り越えられる支えにな

ったのかもしれない。

次号に続く

連絡・間合先　℡（45）6222 
宝の山ふれあいの里ネイチャーセンター 
開館時間：午前9時から午後4時まで 
休館　日：月曜日、祝日の翌日 
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